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はじめに 
 

 

小樽港の港湾計画は、平成 9 年に改訂（目標年次：平成 10 年代後半）されてから 23 年

経過しており、我が国を取り巻く経済、社会情勢や本港の利用状況等が大きく変化し、そ

の計画と現状の港湾利用に乖離が生じております。 

このため、本港の開発、利用及び保全を行うに当たっての指針となる港湾計画を改訂す

ることとし、改訂に向けた基本的な進め方として、20～30 年後の長期的な社会、経済情勢

の見通しや地域の将来動向などを考慮した港湾の発展方向となる「長期構想」を策定し、

それをもとに 10～15 年先を見通した港湾計画を改訂していきます。 

「長期構想」を策定するにあたり、発展方向の影響が経済面、社会面等の多岐にわたる

とともに広範囲に及ぶこと、社会、経済情勢の変化に敏感に影響されることなどから、市

民、学識経験者、港湾利用者などから幅広い意見を聴取し､将来の本港の目指すべき姿につ

いて合意形成を図るため、「小樽港長期構想検討委員会」を設置し、「小樽港長期構想」

を策定するものです。 
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【長期構想の検討について】 

○ 長期構想の目標年次 

長期構想の目標年次は、概ね 20～30 年程度の将来となる令和 20～30 年代とする。 

 

○ 長期構想の検討体制              〇 長期構想と港湾計画の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 長期構想検討のスケジュール 

年度 スケジュール 

(H28) 

2016 

 

・小樽港の現状 

(R1) 

2019 

 

・現状と情勢を踏まえた課題等の整理 

(R2) 

2020 

 

・目指すべき姿(素案) 

・将来プロジェクトの展開(素案) 

・空間利用計画(素案)   

 

 ・目指すべき姿(案) 

・将来プロジェクトの展開(案) 

・空間利用計画(案) 

 
 

 

 

 

(R3) 

2021 

 

 

 

第 1 回（2016(H28)年 8 月 25 日） 

委員会・幹事会 

※委員名簿は第 7 章付属資料 

  「小樽港港湾計画」 
今後 10～15 年間の 
開発･利用等の方針、 

港湾施設の 

規模･配置等 

  「小樽港長期構想」 

20～30 年後におけるゾーニング、 

整備構想、施策の方針 

事務局 

小樽港長期構想検討委員会 
(市民、学識絵経験者、港湾利用者、関係機関などで構成) 

幹事会 
(関係機関などで構成) 

第 2 回（2019(R1)年 11 月 25 日） 

委員会・幹事会 

パブリックコメント （2020(R2)年 10 月 1 日～10 月 30 日） 

第 3 回（2020(R2)年 2 月 13 日） 

幹事会 

第 3 回（2020(R2)年 7 月 17 日） 

委員会 

長期構想策定 2020(R2)年 12 月 

第 4 回（2020(R2)年 11 月 20 日） 

委員会・幹事会 

改訂 （2021(R3)年 7 月予定） 

小樽港港湾計画 


